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野村グローバルAI関連株式ファンド 
Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース／Bコース 

運用報告書(全体版)
 

第１期（決算日2017年11月14日） 
 

作成対象期間（2017年２月23日～2017年11月14日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2017年２月23日から2027年11月15日までです。 

運 用 方 針 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として
新興国を含む世界各国のAI（人工知能）技術関連の株式（DR（預託証書）を含みます。）に実質的に投資し、信託財産の成長を図るこ
とを目的として積極的な運用を行うことを基本とします。 
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジ（先進国
通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低
減を図ることを基本とします。 

実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いま
せん。 

主な投資対象 

野村グローバルAI関連株式ファンド 
Aコース／Bコース 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
新興国を含む世界各国のAI（人工知能）技術関連の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対
象とします。 

主な投資制限 

野村グローバルAI関連株式ファンド 
Aコース／Bコース 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に､原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から､基準価額水準等を勘案して分
配します｡留保益の運用については､特に制限を設けず､元本部分と同一の運用を行います｡ 
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－ 1 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円

2017年２月23日 10,000 － － － － 51,011

１期(2017年11月14日) 11,939 150 20.9 91.9 － 125,428
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっておらず、また、当ファンドの主要投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動

きを表す適切な指数等がないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％

2017年２月23日 10,000 － － －

２月末 10,042 0.4 79.0 －

３月末 10,194 1.9 95.1 －

４月末 10,437 4.4 94.8 －

５月末 10,881 8.8 94.8 －

６月末 10,877 8.8 95.7 －

７月末 11,259 12.6 91.0 －

８月末 11,290 12.9 89.6 －

９月末 11,544 15.4 90.8 －

10月末 11,957 19.6 89.6 －

(期  末)  

2017年11月14日 12,089 20.9 91.9 －
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円

2017年２月23日 10,000 － － － － 58,154

１期(2017年11月14日) 12,205 150 23.6 91.8 － 138,392
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっておらず、また、当ファンドの主要投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動

きを表す適切な指数等がないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％

2017年２月23日 10,000 － － －

２月末 10,001 0.0 79.2 －

３月末 10,139 1.4 95.0 －

４月末 10,329 3.3 94.8 －

５月末 10,776 7.8 94.9 －

６月末 10,903 9.0 95.8 －

７月末 11,177 11.8 91.0 －

８月末 11,234 12.3 89.6 －

９月末 11,697 17.0 90.8 －

10月末 12,161 21.6 89.6 －

(期  末)  

2017年11月14日 12,355 23.6 91.8 －
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

（横ばい） 堅調な米経済指標や、FOMC（米連邦公開市場委員会）で利上げが決定されたものの、

先行き利上げペースの加速が示唆されなかったことを好感したこと、一方、トラン

プ米政権の政策実行力への不安が高まったこと、米軍によるシリア攻撃や北朝鮮を

巡る地政学的リスクの高まりから投資家のリスク回避姿勢が強まったこと 

（上 昇）フランス大統領選挙で独立系中道候補のマクロン氏の勝利への期待が高まったこと、

堅調な米経済指標や、市場予想を上回る2017年１-３月期、および４-６月期の欧米

企業決算を好感したこと 

（下 落） 北朝鮮情勢が緊迫化したことや、トランプ米政権運営に対する先行き不透明感が高

まったこと 

（上 昇） 米朝の軍事衝突への警戒感が後退したこと、トランプ米政権の税制改革期待が高

まったこと、市場予想を上回る７-９月期の欧米企業決算を好感したこと 
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－ 4 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運

用を行なっておらず、また、当ファンドの主要

投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動き

を表す適切な指数等がないため、ベンチマーク

等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

保有銘柄のうち、データセンター向けGPU（グ

ラフィックプロセシングユニット：画像処理に

特化した演算装置）の販売が好調なエヌビディ

ア（米国の半導体・半導体製造装置株）、外科手

術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」の販売増と同

ロボットの手術件数の伸びが堅調なインテュー

イティブ・サージカル（米国のヘルスケア機器・

用品株）、良好なメモリー価格を背景に収益性が

大きく改善したマイクロン・テクノロジー（米国の半導体・半導体製造装置株）などが上昇し

たことが基準価額のプラス要因となりました。 

一方、営業体制再編の必要性などから今後の業績見通しに不透明感が出始めたパロアルト

ネットワークス（米国の通信機器株）などが下落したことが基準価額のマイナス要因となりま

した。 
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－ 5 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

◎分配金 

（１） 分配金につきましては、基準価額水準等を勘案して、１万口当たり150円とさせていただ

きました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2017年２月23日～ 
2017年11月14日 

当期分配金 150 

(対基準価額比率) 1.241％

 当期の収益 150 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 1,938 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（横ばい） 堅調な米経済指標や、FOMC（米連邦公開市場委員会）で利上げが決定されたものの、

先行き利上げペースの加速が示唆されなかったことを好感したこと、一方、トラン
プ米政権の政策実行力への不安が高まったこと、米軍によるシリア攻撃や北朝鮮を
巡る地政学的リスクの高まりから投資家のリスク回避姿勢が強まったこと、為替市
場で円が上昇（円高）したこと 

（上 昇）フランス大統領選挙で独立系中道候補のマクロン氏の勝利への期待が高まったこと、
堅調な米経済指標や、市場予想を上回る2017年１-３月期、および４-６月期の欧米
企業決算を好感したこと 

（下 落） 北朝鮮情勢が緊迫化したことや、トランプ米政権運営に対する先行き不透明感が高
まったこと、為替市場で円が上昇したこと 

（上 昇） 米朝の軍事衝突への警戒感が後退したこと、トランプ米政権の税制改革期待が高
まったこと、市場予想を上回る７-９月期の欧米企業決算を好感したこと、為替市場
で円が下落（円安）したこと 
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－ 7 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運

用を行なっておらず、また、当ファンドの主要

投資対象であるAI技術関連企業の株価の値動き

を表す適切な指数等がないため、ベンチマーク

等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

保有銘柄のうち、データセンター向けGPU（グ

ラフィックプロセシングユニット：画像処理に

特化した演算装置）の販売が好調なエヌビディ

ア（米国の半導体・半導体製造装置株）、外科手

術支援ロボット「ダ・ヴィンチ」の販売増と同

ロボットの手術件数の伸びが堅調なインテュー

イティブ・サージカル（米国のヘルスケア機器・

用品株）、良好なメモリー価格を背景に収益性が

大きく改善したマイクロン・テクノロジー（米国の半導体・半導体製造装置株）などが上昇し

たことが基準価額のプラス要因となりました。 

一方、営業体制再編の必要性などから今後の業績見通しに不透明感が出始めたパロアルト

ネットワークス（米国の通信機器株）などが下落したことが基準価額のマイナス要因となりま

した。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

◎分配金 

（１） 分配金につきましては、基準価額水準等を勘案して、１万口当たり150円とさせていただ

きました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2017年２月23日～ 
2017年11月14日 

当期分配金 150 

(対基準価額比率) 1.214％

 当期の収益 150 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 2,205 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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－ 9 － 

野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース／Bコース＞ 

○投資環境 

世界の株式市場は、当期初、2017年２月末にトランプ大統領が初の議会演説を無事に終えた

ことなどから上昇して始まり、その後も堅調な米経済指標や、FOMCで利上げが決定されたも

のの、先行き利上げペースの加速が示唆されなかったことなどを好感し上昇しました。2017年

３月以降も、オバマケア（医療保険制度改革法）の代替法案が撤回に追い込まれるなどトラン

プ米政権の政策実行力への不安や、中東や北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりなどが投資家心

理に影響する場面もありましたが、欧米企業の堅調な決算内容が牽引し、上昇基調となりまし

た。４月下旬のフランス大統領選挙の結果を受け、欧州政治への過度の懸念が後退したこと、

また、イエレンFRB（米連邦準備制度理事会）議長が７月の議会証言で利上げを急がない姿勢

を示したことや、トランプ米政権の税制改革期待の高まりなども支援材料となりました。８月

には北朝鮮情勢の緊迫化などを受け、一旦下落基調となったものの、当期末にかけて７-９月

期決算発表において欧米企業の堅調な業績などを再度好感し、当期において世界の株式市場は

上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じておおむね高位を維持しました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 当ファンドでは、世界各国の株式の中から、「IT（情報技術）関連」、「産業関連」、「医療・

ヘルスケア関連」等の分野を中心に高度なAI（人工知能）先端技術の研究成果に着目し、

AIの活用、実用化によって恩恵を受け、高い成長が期待される企業等に投資を行ないま

した。結果、AIの活用により中長期で成長が期待されるITセクターなどの投資比率を高

めとしました。 

（２） 株価上昇により過熱感が出てきたと判断した一部の銘柄を売却したことから一時的にIT

セクターの投資比率を引き下げたことで業種別配分が変わることもありましたが、ITセ

クターの投資比率を期中平均で高めとしました。 

（３） 銘柄につきましては、クラウド事業の成長期待などからアマゾン・ドット・コム（米国

のインターネット販売・通信販売株）や、プロセスオートメーション（工程処理の自動

化）でAIの活用が期待されるハネウェルインターナショナル（米国のコングロマリット

株）などを買い付けしました。一方、米国企業に買収されたことで株価が上昇したモー

ビルアイ（オランダのソフトウェア株）や、今後の業績見通しに不透明感が出始めたと

判断したパロアルトネットワークス（米国の通信機器株）などを売却しました。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース／Bコース＞ 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース］ 

・主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を期

を通じておおむね高位に組み入れました。 

 

・為替ヘッジ（為替の売り予約） 

当ファンドの運用の基本方針に従い、実質組入外貨建て資産については、原則として為替

ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減を図りま

した。 

 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Bコース］ 

・主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を期

を通じておおむね高位に組み入れました。 

 

・為替ヘッジ（為替の売り予約） 

当ファンドの運用の基本方針に従い、為替ヘッジは行ないませんでした。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］ 

・投資環境 

米国経済は、７-９月期の実質GDP（国内総生産）成長率が前期比年率＋3.0％（速報値）と

前期の同＋3.1％とほぼ同水準を維持するなど、労働市場の改善を背景とする個人消費の拡大

などに支えられ、堅調な成長を続けています。こうした中、10月に保有資産の圧縮を始めたFRB

は今後も慎重に金融政策の正常化を進めると見込まれます。ただ、トランプ米政権が年内成立

を目指す税制改革については、議会審議の難航も想定され、注意が必要と見られます。 

 

・運用方針 

当ファンドでは、世界各国の株式の中から、高度なAI先端技術の研究成果に着目し、AIの活

用、実用化によって恩恵を受け、高い成長が期待される企業等に投資を行ないます。主な投資

対象である米国上場企業は、来年にかけても引き続き企業収益の高い成長が期待されています。 

AI、クラウドなどの高成長が期待される分野への注目は引き続き高く、最新のトレンドを的

確にとらえ、成長企業の発掘に注力してまいります。更に、短期的な業績動向に過度にとらわ

れず、中期的な競争優位性を見極めることに重点を置いた調査をもとに銘柄を選択してまいり

ます。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース／Bコース＞ 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース］ 

主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を高

位に組み入れ、実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジ（先進国通貨等によ

る代替ヘッジを含みます。）により為替変動リスクの低減を図ることを基本とします。 

 

［野村グローバルAI関連株式ファンド Bコース］ 

主要投資対象である［野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド］受益証券を高

位に組み入れ、実質組入外貨建て資産については為替ヘッジを行なわない方針です。 

 

今後とも、引き続きご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 133  1.215 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 64)  (0.588) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 64)  (0.588) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.039) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.043  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.043)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)  

（c） 有 価 証 券 取 引 税 3   0.025  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.025)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)  

（d） そ の 他 費 用 1   0.009  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.007) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 142   1.292   

期中の平均基準価額は、10,942円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。   
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 180,382,820 190,669,118 80,276,396 88,058,598

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

 

項 目 
当 期 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 369,322,379千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 186,246,003千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.98  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

 

＜野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 360,420 3,030 0.8 470,806 3,996 0.8

 
 
 

＜野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 282,985 379 0.1 86,336 655 0.8

為替直物取引 212,028 6,656 3.1 17,301 122 0.7

平均保有割合 47.5%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 41,493千円
うち利害関係人への支払額（B） 425千円

（B）／（A） 1.0％  
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2017年11月14日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 100,106,424 125,193,093
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 125,193,093 95.8

コール・ローン等、その他 5,494,175 4.2

投資信託財産総額 130,687,268 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（241,544,321千円）の投資信託財産総額

（270,748,414千円）に対する比率は89.2％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝113.66円、１スイスフラン＝

114.09円、１ユーロ＝132.64円、１香港ドル＝14.57円。 

 

  

親投資信託残高 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 241,916,744,304  

 コール・ローン等 5,441,862,121  

 野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド(評価額) 125,193,093,865  

 未収入金 111,281,788,318  

(B) 負債 116,488,739,901  

 未払金 113,229,432,000  

 未払収益分配金 1,575,872,389  

 未払解約金 499,400,162  

 未払信託報酬 1,181,741,760  

 未払利息 6,433  

 その他未払費用 2,287,157  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 125,428,004,403  

 元本 105,058,159,268  

 次期繰越損益金 20,369,845,135  

(D) 受益権総口数 105,058,159,268口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,939円
 

（注）期首元本額は 51,011,518,742円、期中追加設定元本額は

64,618,595,265円、期中一部解約元本額は10,571,954,739円、１

口当たり純資産額は1.1939円です。 
 

○損益の状況 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       461,555  

 支払利息 △       461,555  

(B) 有価証券売買損益 18,742,234,501  

 売買益 25,967,997,076  

 売買損 △ 7,225,762,575  

(C) 信託報酬等 △ 1,184,050,517  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 17,557,722,429  

(E) 追加信託差損益金 4,387,995,095  

 (配当等相当額) (△        94,819) 

 (売買損益相当額) (   4,388,089,914) 

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 21,945,717,524  

(G) 収益分配金 △ 1,575,872,389  

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 20,369,845,135  

 追加信託差損益金 4,387,995,095  

 (配当等相当額) (      30,495,902) 

 (売買損益相当額) (   4,357,499,193) 

 分配準備積立金 15,981,850,040  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年２月23日～2017年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年２月23日～ 
2017年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 521,361,897円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 17,036,360,532円

c. 信託約款に定める収益調整金 4,387,995,095円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 21,945,717,524円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,088円

g. 分配金 1,575,872,389円

h. 分配金(１万口当たり) 150円
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Aコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 150円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信託金限度額を、2,000億円から6,000億円に変更する所要の約款変更を行いました。 

 ＜変更適用日：2017年７月28日＞ 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 133  1.215 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 64)  (0.588) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 64)  (0.588) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.039) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.043  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  5)  (0.043)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)  

（c） 有 価 証 券 取 引 税 3   0.025  (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.025)  

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)  

（d） そ の 他 費 用 1   0.009  (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.007) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 142   1.292   

期中の平均基準価額は、10,935円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。   
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

○売買及び取引の状況 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 116,588,608 119,793,167 6,148,338 6,910,106

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

 

項 目 
当 期 

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 369,322,379千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 186,246,003千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.98  
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

 

＜野村グローバルAI関連株式ファンド Bコース＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 282,985 379 0.1 86,336 655 0.8

為替直物取引 212,028 6,656 3.1 17,301 122 0.7

平均保有割合 52.5%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 45,857千円
うち利害関係人への支払額（B） 468千円

（B）／（A） 1.0％  
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社、野村信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2017年11月14日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 110,440,269 138,116,600
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド 138,116,600 97.3

コール・ローン等、その他 3,876,091 2.7

投資信託財産総額 141,992,691 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（241,544,321千円）の投資信託財産総額

（270,748,414千円）に対する比率は89.2％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝113.66円、１スイスフラン＝

114.09円、１ユーロ＝132.64円、１香港ドル＝14.57円。 

 

  

親投資信託残高 
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 141,992,691,185  

 コール・ローン等 3,876,090,338  

 野村グローバルAI関連株式ファンド マザーファンド(評価額) 138,116,600,847  

(B) 負債 3,599,890,930  

 未払収益分配金 1,700,829,853  

 未払解約金 590,362,650  

 未払信託報酬 1,306,165,873  

 未払利息 4,582  

 その他未払費用 2,527,972  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 138,392,800,255  

 元本 113,388,656,931  

 次期繰越損益金 25,004,143,324  

(D) 受益権総口数 113,388,656,931口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,205円
 

（注）期首元本額は 58,154,006,277円、期中追加設定元本額は

67,051,079,054円、期中一部解約元本額は11,816,428,400円、１

口当たり純資産額は1.2205円です。 

○損益の状況 (2017年２月23日～2017年11月14日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       346,203  

 支払利息 △       346,203  

(B) 有価証券売買損益 23,746,478,986  

 売買益 25,355,638,879  

 売買損 △ 1,609,159,893  

(C) 信託報酬等 △ 1,308,693,845  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 22,437,438,938  

(E) 追加信託差損益金 4,267,534,239  

 (配当等相当額) (△        70,188) 

 (売買損益相当額) (   4,267,604,427) 

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 26,704,973,177  

(G) 収益分配金 △ 1,700,829,853  

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 25,004,143,324  

 追加信託差損益金 4,267,534,239  

 (配当等相当額) (      31,716,811) 

 (売買損益相当額) (   4,235,817,428) 

 分配準備積立金 20,736,609,085  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年２月23日～2017年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年２月23日～ 
2017年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 581,290,356円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 21,856,148,582円

c. 信託約款に定める収益調整金 4,267,534,239円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 26,704,973,177円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,355円

g. 分配金 1,700,829,853円

h. 分配金(１万口当たり) 150円
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野村グローバルAI関連株式ファンド Aコース（為替ヘッジあり）／Bコース（為替ヘッジなし）

＜Bコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 150円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信託金限度額を、2,000億円から6,000億円に変更する所要の約款変更を行いました。 

 ＜変更適用日：2017年７月28日＞ 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2017年11月14日現在）
年　月 日
2017年11月 －

12月 25、26
※ 2017年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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